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第２回定例会

【補正予算】
　一般会計補正予算（第１号）及び簡易水道特別会計補正予算（第１号）が、財務常任委員会で

審査された後、本会議で可決されました。

　主な内容は以下のとおりです。

■ 平成 25 年度韮崎市一般会計補正予算（第１号）
《補正予算額》　　　　２億７，２４２万円

　平成25年第２回韮崎市議会定例会は、６月６日に招集され、会期を６月21日までの
16日間と定め審議を行いました。
　今議会で審議された案件は、条例の改正や補正予算など18案件であり、請願について
不採択となりましたが、他の議案は原案のとおり可決・承認・同意等されました。

・生活保護適正化推進事業費補助金

	 １２６万円　　

・運動部活動地域連携再構築事業費補助金

	 ２６０万円　　

・介護基盤緊急整備等臨時特例基金事業費

　　補助金	 ２５万２千円

・難聴児補聴器購入事業費補助金

	 ２８万２千円

・新規就農総合支援事業補助金

	 １５０万円　　

・財政調整基金繰入金	 １，７０４万８千円

・コミュニティ助成金（宝くじ助成金）	 	

	 ４３０万円　　

・社会福祉団体支援事業	 １１２万４千円

・要援護者支援事業	 ２５万２千円

・みんなで支える地域福祉推進事業
	 △１６万１千円

・老人福祉センター管理運営事業
	 ５４万円　　

・重度心身障害者医療費助成事業
	 ４２万８千円

・軽度・中等度難聴児支援事業	５６万４千円

・児童福祉事務諸経費	 ２０万７千円

・保育所運営事業	 ２４万２千円

・保育園再編推進事業	 ５３万６千円

・生活保護適正化推進事業	 １２６万円　　

・静心寮生活費	 ３５７万円　　

・予防接種事業	 ４７６万１千円

・新規就農者支援事業	 １５０万円　　

・市単独道路整備事業	 １７３万９千円

・市立公園等管理事業	 ４８万３千円

・建築一般行政事業	 ２００万５千円

・災害対策事業	 ２００万円　　

・小学校給食運営事業	 ９０万９千円

・地区公民館運営事業	 ２４０万７千円

・生涯学習市民講座開設事業	 ２３万２千円

・運動部活動地域連携再構築事業
	 ２６４万４千円

● 主なもの（歳入） ● 主なもの（歳出）
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【
条
例
制
定
（
新
規
）】

◆
韮
崎
市
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
条
例

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
施
行
に
伴
い
、

子
ど
も
・
子
育
て
会
議
の
設
置
と
そ
の
会
議

に
必
要
な
事
項
を
定
め
ま
し
た
。

◆
韮
崎
市
景
観
条
例

　

韮
崎
市
景
観
計
画
の
策
定
に
伴
い
、
景
観
計

画
や
景
観
法
に
基
づ
く
行
為
の
制
限
な
ど
必

要
な
事
項
を
定
め
ま
し
た
。

◆
韮
崎
市
職
員
の
給
与
の
臨
時
特
例
に
関
す

　
る
条
例

　

地
方
公
務
員
給
与
費
に
係
る
地
方
交
付
税

の
削
減
に
よ
り
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ

な
い
た
め
に
、
職
員
の
人
件
費
を
削
減
す
る
必

要
が
あ
る
の
で
、
こ
の
条
例
を
定
め
ま
し
た
。

◆
韮
崎
市
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
の
臨
時
特

　
例
に
関
す
る
条
例

　

地
方
公
務
員
給
与
費
に
係
る
地
方
交
付
税

の
削
減
に
よ
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ

な
い
た
め
に
、
支
出
の
削
減
を
図
る
観
点
か
ら

議
員
報
酬
月
額
に
つ
い
て
、
議
長
は
、
１
０
０

分
の
８
、
副
議
長
は
、
１
０
０
分
の
７
、
議
員

は
、
１
０
０
分
の
６
引
き
下
げ
る
た
め
、
こ
の

条
例
を
定
め
ま
し
た
。

【
条
例
制
定
（
一
部
改
正
）】

◆
韮
崎
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
韮
崎
市
税

条
例
の
固
定
資
産
税
・
特
別
土
地
保
有
税
及
び

都
市
計
画
税
に
関
し
、
所
要
の
改
正
を
行
い
ま

し
た
。

◆
韮
崎
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を

　
改
正
す
る
条
例

　

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
特
定
世
帯

に
係
る
世
帯
割
平
等
割
額
を
最
初
の
５
年
間

２
分
の
１
減
額
す
る
現
行
措
置
に
加
え
、
そ
の

後
３
年
間
４
分
の
１
減
額
す
る
措
置
を
講
じ

る
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

◆
韮
崎
市
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
の
助
成
に

　
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

山
梨
県
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
事
業

費
補
助
金
交
付
要
綱
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
対

象
児
童
に
、
父
又
は
母
が
配
偶
者
か
ら
の
暴
力

の
防
止
及
び
被
害
者
の
保
護
に
関
す
る
法
律

第
10
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
を
受
け

た
児
童
を
追
加
す
る
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

◆
韮
崎
市
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
の
助
成

　
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

山
梨
県
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
事

業
費
補
助
金
交
付
要
綱
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

該
当
す
る
施
設
に
入
所
し
て
い
る
者
で
、
国

又
は
地
方
公
共
団
体
の
負
担
に
よ
る
医
療
費

の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者
は
制
度

上
い
な
い
こ
と
か
ら
、
当
該
箇
所
を
削
除
す

る
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

【人事案件】 【選　挙】

■ 韮崎市監査委員の選任
日　向　　　亘　（藤井町北下條）

■ 大内窪外壱字恩賜県有財産保護組合
　 議員の選任について

　大内窪外壱字恩賜県有財産保護組合議員

の任期が平成 25 年７月 13 日満了となるた

め、選挙を行いました。

　野　澤　武　人  （中田町中條）

　水　上　晃　治  （中田町中條）

　髙　保　　　基　（中田町中條）

以下の各人事案件について同意しました。

■ 平成 25 年度韮崎市簡易水道特別会計補正予算（第１号）
《補正予算額》　　　△９，３３６万２千円

・財産補償料	 △９，３３６万２千円 ・簡易水道整備事業	 △９，３３６万２千円

● 主なもの（歳入） ● 主なもの（歳出）
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委 員 会 活 動 報 告

○
請
願
第
25
ー
１
号
の
「
国
民
健
康
保
険
に
対
す
る

　

国
庫
負
担
の
増
額
を
求
め
る
請
願
」
の
案
件
に
つ

　

い
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

《
請
願
の
趣
旨
》

　

国
民
健
康
保
険
は
、
国
民
皆
保
険
制
度
を
実

現
す
る
も
の
と
し
て
制
度
化
さ
れ
た
も
の
で
す
。

国
は
各
保
険
者
の
総
医
療
費
の
45
％
を
国
庫
負

担
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
で
は
国
庫
支
出
の
割

合
は
、
20
％
台
ま
で
落
ち
込
ん
で
い
ま
す
。

　

事
業
主
負
担
も
な
い
国
保
は
、
適
切
な
国
庫

負
担
な
し
に
は
成
り
立
た
な
い
医
療
保
険
で
す
。

　

国
民
建
康
保
険
が
安
定
的
に
運
営
し
、
社
会

保
障
制
度
と
し
て
持
続
さ
せ
る
た
め
国
庫
負
担

が
必
要
で
す
。

《
審
議
結
果
》

　

県
費
の
負
担
金
が
増
額
さ
れ
て
い
る
な
ど
の

意
見
が
あ
り
、
採
決
で
は
、
全
員
一
致
に
よ
り

不
採
択
に
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

○
請
願
第
25
ー
２
号
の
「
生
活
保
護
基
準
の
引
き
下

　

げ
中
止
の
意
見
書
を
求
め
る
請
願
」
の
案
件
に
つ

　

い
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

《
請
願
の
趣
旨
》

　

政
府
は
、
生
活
保
護
費
の
削
減
方
針
を
決
定

し
、
過
去
最
大
の
引
き
下
げ
を
実
施
し
よ
う
と

し
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
も
国
は
、
生
活
保
護
の
老
齢
加
算

を
廃
止
し
、
毎
月
の
生
活
保
護
費
を
約
２
割
減

ら
し
ま
し
た
。
生
活
保
護
基
準
の
引
き
下
げ
は
、

最
低
賃
金
や
就
学
援
助
な
ど
各
種
制
度
の
切
り

下
げ
に
つ
な
が
り
、
多
く
の
低
所
得
者
に
も
波

及
し
て
生
活
の
厳
し
さ
を
さ
ら
に
増
す
こ
と
に

な
る
。

　

国
民
生
活
の
最
低
保
障
基
準
の
土
台
を
な
す

生
活
保
護
制
度
は
、
国
が
責
任
を
も
っ
て
保
障

す
べ
き
あ
る
。

《
審
査
結
果
》

　

弱
者
切
捨
て
と
取
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の

他
の
制
度
に
も
影
響
が
あ
る
の
で
必
要
と
の
意

見
が
あ
り
ま
し
た
が
、
挙
手
採
決
の
結
果
、
挙

手
少
数
に
よ
り
不
採
択
に
す
べ
き
も
の
と
決
し

ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
各
関
係
課
長
に
、
現
状
報
告
と

概
要
説
明
を
求
め
、
質
疑
を
行
い
継
続
審
査
に

つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

　

本
会
議
に
お
い
て
、
議
案
第
64
号
の
「
韮
崎

市
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
条
例
」
の
案
件
は
、

全
会
一
致
に
よ
り
原
案
可
決
と
な
り
ま
し
た
。

請
願
第
25-

１
号
の
「
国
民
健
康
保
険
に
対
す

る
国
庫
負
担
の
増
額
を
求
め
る
請
願
」
の
案
件

及
び
請
願
第
25-

２
号
の
「
生
活
保
護
基
準
の

引
き
下
げ
中
止
の
意
見
書
を
求
め
る
請
願
」
の

案
件
は
、「
意
義
あ
り
」
の
声
が
あ
り
、
起
立

採
決
の
結
果
、「
起
立
多
数
」
に
よ
り
不
採
択

と
な
り
ま
し
た
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会
の
審
査
の
結
果

【
６
月
20
日
委
員
会
を
開
催
】

○
議
案
第
65
号
の
「
韮
崎
市
景
観
条
例
」
の
案
件
に

　

つ
い
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

採
決
で
は
、
全
員
一
致
に
よ
り
原
案
ど
お
り

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
各
関
係
課
長
に
、
現
状
報
告
と

概
要
説
明
を
求
め
、
質
疑
を
行
い
継
続
審
査
に

つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

　

本
会
議
に
お
い
て
、
議
案
第
65
号
の
「
韮
崎

市
景
観
条
例
」
の
案
件
は
、
全
会
一
致
に
よ
り

原
案
可
決
と
な
り
ま
し
た
。

総
務
教
育
常
任
委
員
会
の
審
査
結
果

【
６
月
20
日
委
員
会
を
開
催
】

○
議
案
第
66
号
の
「
建
物
の
処
分
に
つ
い
て
」
の
案

　

件
を
審
査
い
た
し
ま
し
た
。

　

対
象
物
件
：
薬
師
岳
小
屋
（
鉄
骨
造
平
屋
建

　
　
　
　
　
　

54
・
３
㎡
）
の
管
理
者
へ
の
譲
渡　

　

採
決
で
は
、
全
員
一
致
に
よ
り
原
案
の
と
お

り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

○
議
案
第
67
号
の
「
韮
崎
市
職
員
の
給
与
の
臨
時
特

　

例
に
関
す
る
条
例
」
の
案
件
を
審
査
い
た
し
ま
し

　

た
。

　

本
来
、
市
職
員
の
給
与
は
今
回
の
よ
う
に
国

か
ら
指
示
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
の
で
反

対
で
あ
る
と
い
う
意
見
が
あ
り
ま
し
た
が
、
採

決
の
結
果
、
多
数
を
も
っ
て
原
案
の
と
お
り
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
各
関
係
課
長
に
、
現
状
報
告
と

概
要
説
明
を
求
め
、
質
疑
を
行
い
継
続
審
査
に

つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

　

本
会
議
に
お
い
て
、
議
案
第
66
号
の
「
建
物

の
処
分
に
つ
い
て
」
の
案
件
は
全
会
一
致
に
よ

り
原
案
可
決
と
な
り
ま
し
た
。
議
案
第
67
号
の

「
韮
崎
市
職
員
の
給
与
の
臨
時
特
例
に
関
す
る

条
例
」
の
案
件
は
、「
意
義
あ
り
」
の
声
が
あ
り
、

起
立
採
決
の
結
果
、「
起
立
多
数
」
に
よ
り
原

案
可
決
と
な
り
ま
し
た
。

市
民
生
活
常
任
委
員
会
の
審
査
の
結
果

【
６
月
20
日
委
員
会
を
開
催
】

○
議
案
第
64
号
の
「
韮
崎
市
子
ど
も
・
子
育
て
会
議

　

条
例
」
の
案
件
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

採
決
で
は
、
全
員
一
致
に
よ
り
原
案
ど
お
り

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

 今議会より、条例案等が委員会付託されることになりました。
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議
案
番
号

件　 　名

守
屋
　
　
久

宮
川
　
文
憲

髙
添
　
秀
明

清
水
　
康
雄

田
原
　
一
孝

西
野
　
賢
一

小
林
　
伸
吉

輿
石
　
賢
一

秋
山
　
　
泉

岩
下
　
良
一

森
本
由
美
子

藤
嶋
　
英
毅

一
木
　
長
博

清
水
　
正
雄

小
林
恵
理
子

清
水
　
　
一

結　

果

報
　
　
告

第
１
号

専決処分の承認を求めることについて
（平成 24 年度韮崎市一般会計補正予
算《第７号》）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承
認

第
２
号

専決処分の承認を求めることについて
（韮崎市税条例の一部を改正する条例） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承

認

第
３
号

専決処分の承認を求めることについて
（韮崎市国民健康保険税条例の一部を
改正する条例）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承
認

第
４
号

専決処分の承認を求めることについて
（韮崎市ひとり親家庭医療費の助成に
関する条例の一部を改正する条例）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承
認

第
５
号

専決処分の承認を求めることについて
（韮崎市重度心身障害者医療費の助成
に関する条例の一部改正）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承
認

第
６
号

平成 24 年度韮崎市一般会計予算繰越
明許費に係る歳出予算繰越額の報告に
ついて

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承
認

第
７
号

平成 24 年度韮崎市一般会計歳出予算
に係る事故繰越額の報告について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承

認

第
８
号

平成 24 年度韮崎市水道事業会計歳出
予算に係る建設改良費の繰越額の報告
について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承
認

議
　
　
案

第
62
号

平成 25 年度韮崎市一般会計補正予算
《第１号》 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 可

決

第
63
号

平成 25 年度韮崎市簡易水道特別会計
補正予算《第１号》 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可

決

第
64
号

韮崎市子ども・子育て会議条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可
決

第
65
号

韮崎市景観条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可
決

第
66
号

建物の処分について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可
決

第
67
号

韮崎市職員の給与の臨時特例に関する
条例 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ● ○ 可

決

第
68
号

韮崎市監査委員の選任について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同
意

請
　
願

第
25-1
号

国民健康保険に対する国庫負担の増額
を求める請願 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ○ ●

不
採
択

第
25-2
号

生活保護基準の引き下げ中止の意見書
を求める請願 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ○ ○ ●

不
採
択

議
第２号

韮崎市議会議員の議員報酬の臨時特例
に関する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可

決

選挙
第４号

大内窪外壱字恩賜県有財産保護組合議
員の選挙について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 当

選

平成25年 第2回定例会議決結果一覧表 （野口紘明議長を除く）
○賛成　●反対
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一 般 質 問
にらさきの
まちづくりここが聞きたい

９人の議員が市政を問う

一般質問の内容は、項目は抜粋、質問と答弁は要約したものです。
詳細な内容は、韮崎市ホームページ⇒市議会⇒会議録検索で見る

ことができます。録画中継も配信しています。

清水　　 一 議員
［韮政クラブ］

 その他質問
◆公共施設の使

用規程と運用
について

◆「韮崎市の宝」
甘利山の自然
保護と今後の
対応について

　
韮
崎
駅
前
広
場
整
備

事
業
に
つ
い
て

　質
問　

Ｊ
Ｒ
韮
崎
駅
前
を
整

備
し
、
韮
崎
市
の
玄
関
口
に

ふ
さ
わ
し
い
景
観
と
、
よ
り

良
い
利
用
環
境
を
整
え
る
本

事
業
に
つ
い
て
は
、
当
議
会

に
お
い
て
も
先
般
承
認
し
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

本
事
業
の
実
施
に
あ
た
り

議
会
や
地
域
説
明
会
及
び
関

係
諸
団
体
か
ら
何
点
か
課
題

が
提
起
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
か
ら
の
指
摘

や
意
見
に
対
し
、
明
確
に
説

明
し
、
理
解
、
納
得
を
し
て

い
た
だ
く
事
が
事
業
推
進
に

と
っ
て
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。

　

先
般
、
事
業
の
概
要
が
提

示
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

（
一
）
駅
ロ
ー
タ
リ
ー
東
側
の

タ
カ
ト
ウ
コ
ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ

に
つ
い
て
別
の
場
所
へ
移
植

す
る
と
し
て
い
る
が
、
そ
の

根
拠
は
何
か
。
移
植
し
た
場

合
、
現
存
の
桜
は
そ
れ
が
可

能
な
の
か
。
専
門
家
の
見
解

は
ど
う
な
の
か
。（
二
）
西
側

に
あ
る
六
本
の
イ
チ
ョ
ウ
の

木
に
つ
い
て
伐
採
処
分

す
る
と
し
て
い
ま
す
が
、

駅
前
景
観
か
ら
し
て
も

残
す
べ
き
と
思
う
が
、
伐
採

す
る
理
由
は
何
か
。（
三
）
利

用
者
の
利
便
性
を
は
か
る
と

し
て
い
る
シ
ェ
ル
タ
ー
の
設

置
に
つ
い
て
、
必
要
性
が
無

い
と
の
意
見
も
あ
る
が
、
シ

ェ
ル
タ
ー
設
置
の
必
要
性
に

つ
い
て
の
考
え
は
。

　

地
区
説
明
会
等
で
タ
カ
ト

ウ
コ
ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ
に
つ
い

て
は
、
強
く
存
続
を
求
め
る

意
見
が
多
い
と
聞
い
て
お
り

ま
す
。
利
便
性
や
修
景
を
追

求
す
る
だ
け
で
な
く
、
市
民

の
声
を
考
慮
し
、
桜
を
存
続

さ
せ
た
都
市
空
間
の
創
造
が

可
能
な
ら
ば
再
検
討
す
べ
き

と
考
え
ま
す
。（
四
）
市
長
も

市
民
の
声
を
尊
重
し
、
一
部

見
直
し
を
図
る
と
し
て
い
ま

す
が
、
そ
の
内
容
は
如
何
か
。

　

こ
の
事
業
は
、〝
韮
崎
駅
周

辺
地
区
社
会
資
本
総
合
整
備

計
画
〟
の
中
で
魅
力
あ
る
賑

わ
い
の
あ
る
市
の
玄
関
口
づ

く
り
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ

る
も
の
で
あ
り
、
本
市
の
観

光
や
商
工
業
の
活
性
化
を
図

る
う
え
で
も
重
要
で
あ
り
ま

す
。
そ
こ
で
こ
の
際
、
駅

舎
の
改
修
、
整
備
も
併
せ

て
行
う
べ
き
だ
と
思
い
ま

す
。

　

最
近
、
甲
府
駅
（
北
口
）

や
竜
王
駅
は
全
面
改
築
が

な
さ
れ
、
隣
駅
の
塩
崎
駅

　

も
改
修
、
整
備
が
行
わ
れ

て
お
り
ま
す
。（
五
）
我
市

の
玄
関
口
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
韮
崎

駅
の
駅
舎
も
改
修
、
整
備
す

べ
き
と
考
え
ま
す
が
お
考
え

は
如
何
か
。（
六
）
韮
崎
駅

へ
の
「
特
急
か
い
じ
」
乗
り

入
れ
と
、
竜
王
駅
ま
で
の
特

急
料
金
を
同
額
で
韮
崎
駅
ま

で
延
長
す
る
こ
と
の
実
現
に

よ
り
韮
崎
市
の
活
性
化
は
飛

躍
的
な
変
化
を
と
げ
る
と
確

信
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

市
長
の
お
考
え
は
。

答
弁
市
長　

桜
の
現
状
を
見

る
と
、
底
地
が
狭
小
で
植
え

込
み
間
隔
も
狭
い
た
め
成
長

が
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
も
の

や
一
部
枯
れ
始
め
て
い
る
も

の
な
ど
、
半
数
以
上
が
樹
勢

に
問
題
あ
り
と
診
断
さ
れ
た
。

専
門
家
の
調
査
結
果
は
移
植

し
た
場
合
、
確
実
性
の
高
い

も
の
は
半
数
で
あ
る
。

　

Ｊ
Ｒ
東
日
本
を
訪
れ
、
特

急
か
い
じ
の
延
伸
、
特
急
料

金
の
軽
減
等
を
要
望
活
動
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。
同
額
料

金
は
、
非
常
に
難
し
い
と
の

こ
と
で
し
た
が
、
引
き
続
き
、

働
き
か
け
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。
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通
学
路
の
緊
急
合
同

点
検
調
査
34
カ
所
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て

（
倒
壊
危
険
家
屋
含

む
）

答
弁
市
長　

平
成
25
年
３
月

末
現
在
、
対
策
必
要
34
カ
所

の
う
ち
、
約
73
％
に
当
た
る

25
カ
所
が
学
校
に
よ
る
安
全

指
導
の
徹
底
、
保
護
者
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
見
守
り
、

道
路
管
理
者
に
よ
る
改
善
等
、

安
全
対
策
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
残
り
の
９
カ

所
に
つ
き
ま
し
て
も
、
今
後
、

道
路
管
理
者
に
よ
る
安
全
対

策
を
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

倒
壊
の
危
険
の
あ
る
空
き
家

の
所
有
者
に
対
し
適
正
な
管

理
を
促
す
た
め
、
現
在
、
条

例
化
に
向
け
て
、
庁
内
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
調

査
研
究
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

市
道
（
韮
崎
）
１
号

線
歩
行
者
用
道
路
の

整
備
内
容
に
つ
い
て

答
弁
市
長　

歩
道
の
縦
断
勾

配
を
緩
や
か
に
し
て
、

現
状
よ
り
も
歩
き
や

す
い
歩
道
を
整
備
す

る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
防
犯
対
策
と

し
て
、
現
在
あ
る
防

犯
灯
を
新
し
い
歩
道

に
あ
わ
せ
て
移
設
し
、

照
明
器
具
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ

に
変
更
し
、
明
る
さ

を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
歩

道
周
辺
の
樹
木
の
伐
採
等
を

行
い
、
日
が
差
す
よ
う
に
し

て
、
日
中
で
も
薄
暗
か
っ
た

状
況
を
改
善
す
る
予
定
で
す
。

消
防
団
活
動
・
備
蓄

食
料
に
つ
い
て

答
弁
市
長　

消
防
備
品
の
整

備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
各
分

団
と
の
聞
き
取
り
調
査
を
し

な
が
ら
、
装
備
の
充
実
に
努

め
て
お
り
ま
す
が
、
さ
き
の

林
野
火
災
に
お
け
る
消
火
活

動
の
実
態
等
を
踏
ま
え
、
効

果
的
な
消
火
が
で
き
る
ジ
ェ

ッ
ト
シ
ュ
ー
タ
ー
な
ど
、
安

全
で
効
率
的
な
消
防
活
動
が

行
え
る
よ
う
、
引
き
続
き

対
応
し
て
ま
い
る
考
え
で

す
。
園
児
施
設
や
小
・
中
学

校
へ
の
無
線
機
の
配
備
に
つ

い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ア

ル
フ
ァ
米
は
、
現
在
、
市

内
各
小
・
中
学
校
７
カ
所
、

ニ
コ
リ
の
地
下
防
災
備
蓄

倉
庫
及
び
市
役
所
倉
庫
に

１
万
６
、３
０
０
食
、
飲
料

に
つ
き
ま
し
て
は
、
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
３
、４
０
０
本
を
そ

れ
ぞ
れ
備
蓄
し
て
お
り
、
今

後
も
計
画
的
に
補
充
し
て
ま

い
る
考
え
で
す
。

韮
崎
駅
エ
リ
ア
の
状

況
に
つ
い
て

答
弁
市
長　

昨
年
度
の
公
共

交
通
機
関
の
利
用
者
数
に
つ

き
ま
し
て
は
、
韮
崎
駅
の
乗

降
者
人
数
は
１
日
当
た
り
５
、

２
０
０
人
、
バ
ス
に
つ
い
て

は
８
４
０
人
と
、
公
共
交
通

機
関
だ
け
で
も
６
、０
０
０

人
以
上
が
利
用
し
て
い
る
と

推
計
さ
れ
、
韮
崎
駅
周
辺
に

つ
い
て
は
、
平
成
21
年
に
は

ラ
イ
フ
ガ
ー
デ
ン
に
ら
さ
き
、

平
成
23
年
に
は
市
民
交
流
セ

ン
タ
ー
ニ
コ
リ
と
大
型
集
客

施
設
が
オ
ー
プ
ン
し
、
１
日

平
均
約
１
万
人
が
利
用
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
以
前
と

比
べ
、
駅
周
辺
へ
の
人
の
流

れ
は
大
幅
に
ふ
え
て
い
る
も

の
と
推
測
し
て
お
り
ま
す
。

駅
前
の
桜
に
つ
い
て
は
、
桜

を
残
し
て
ほ
し
い
と
い
う
こ

と
で
、
変
更
計
画
に
な
っ
た
。

将
来
的
に
は
、
私
自
身
も
ま

だ
わ
か
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、

シ
ェ
ル
タ
ー
が
ニ
コ
リ
ま
で

と
、
市
民
の
そ
う
い
っ
た
要

望
が
強
く
な
っ
た
と
き
に
、

ま
た
考
え
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

髙添　秀明 議員
［韮政クラブ］

その他質問

◆本市の活性化に向け
た住宅政策について

1）中・低所得者向け住
宅について

2）高所得者向け住宅に
ついて

◆指定管理者制度につ
いて

◆新府城跡の整備につ
いて

特
別
会
計
に
つ
い
て

質
問　

最
初
の
質
問
は
、
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計
に
つ

い
て
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
そ
の
考
え
方
で
あ

り
ま
す
が
、
地
方
自
治
法
第

２
０
９
条
第
２
項
に
、「
特

別
会
計
は
、
普
通
地
方
公
共

団
体
が
特
定
な
事
業
を
行
う

場
合
そ
の
他
特
定
の
歳
入
を

も
っ
て
特
定
の
歳
出
に
充
て

一
般
の
歳
入
歳
出
と
区
分
し

て
経
理
を
す
る
必
要
が
あ
る

場
合
に
お
い
て
、
条
例
で
こ

れ
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き

る
。」
と
規
定
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
こ
の
規
定
に
基
づ
き

本
市
に
お
い
て
は
、
条
例
を

制
定
し
て
、
14
の
特
別
会
計

が
あ
り
、
必
要
な
事
業
を
実

施
し
て
、
市
民
福
祉
の
向
上

に
寄
与
し
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
本
年
度
の
当
初

予
算
に
お
い
て
、
一
般
会
計

か
ら
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
に
３
億
１
４
７
４
万
４
千

円
を
繰
出
す
予
定
で
す
。
平

成
23
年
度
決
算
に
お
い
て
も

２
億
３
３
２
９
万
円
を
繰
出

し
て
お
り
ま
す
。

　

特
別
な
事
情
が
発
生
し
て
、

特
別
会
計
の
運
営
に
支
障
を

き
た
す
場
合
は
、
一
般
会
計

か
ら
の
繰
出
し
も
必
要
と
思

い
ま
す
が
こ
の
繰
出
し
は
恒

常
的
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

私
は
、
こ
の
一
般
会
計
か

ら
恒
常
的
な
繰
出
し
は
、
先

ほ
ど
示
し
た
法
律
の
趣
旨
か

ら
離
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

を
赤
字
経
営
に
し
た
く
な
い

こ
と
は
解
り
ま
す
が
、
無
秩

序
な
繰
出
し
は
す
べ
き
で
な

い
と
思
い
ま
す
。
市
長
の
見

解
を
お
伺
い
し
ま
す
。

答
弁
市
長　

ま
ず
、
考
え
方

に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

　

国
保
財
政
の
安
定
化
を
図

る
た
め
に
、
一
般
会
計
か
ら

国
保
特
別
会
計
へ
繰
り
入
れ

を
行
う
こ
と
は
、
今
ま
で
も

慎
重
に
議
論
さ
れ
て
ま
い
り

ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
ご
意

見
が
ご
ざ
い
ま
す
が
、
国
保

財
政
の
健
全
な
運
営
、
保
険

基
盤
の
安
定
化
の
た
め
に
、

一
般
会
計
か
ら
の
財
政
支
援

で
あ
る
繰
入
金
は
、
必
要
な

財
源
で
あ
る
と
認
識
し
て
お

り
ま
す
。

質
問　

次
に
、
今
後
の
あ
り

方
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

　

全
国
的
に
各
自
治
体
は
こ

の
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

の
運
営
に
は
苦
慮
し
て
お
り

ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
国
県
か
ら
の

負
担
を
増
額
す
る
、
あ
る
い

は
、
広
域
化
す
る
等
改
革
に

む
け
て
の
意
見
が
出
て
お
り

ま
す
。

　

市
長
も
国
や
県
に
対
し
意

見
や
要
望
を
行
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
が
ど
の
様
な
行
動

を
行
な
っ
て
い
る
か
お
伺
い

し
ま
す
。

答
弁
市
長　

国
や
県
に
対
す

る
要
望
行
動
で
す
が
、
国
庫

負
担
割
合
の
引
き
上
げ
な
ど

に
よ
る
国
保
財
政
基
盤
強
化

策
の
拡
充
、
地
方
単
独
事
業

に
よ
る
減
額
査
定
措
置
の
廃

止
な
ど
に
つ
い
て
、
機
会
を

と
ら
え
求
め
て
き
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
が
、
引
き
続
き

全
国
市
長
会
等
を
通
じ
要
望

し
て
参
り
ま
す
。

西野　賢一 議員
［韮政クラブ］
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国
政
に
対
す
る
市
長

の
見
解
に
つ
い
て

１
憲
法
第
９
条
と
、
第
96

　

条
の
改
正
に
つ
い
て

２
領
土
問
題
に
つ
い
て

３
東
北
大
震
災
と
原
発
輸

　

出
に
つ
い
て

質
問　

二
年
前
の
東
北
大
震

災
の
、
原
発
に
よ
る
放
射
能

汚
染
災
害
の
恐
怖
が
未
だ
全

然
拭
い
去
ら
れ
て
お
ら
ず
、

何
の
解
決
策
も
打
て
な
い
な

か
、
安
倍
総
理
は
イ
ン
ド
、

東
欧
に
原
発
の
ト
ッ
プ
セ
ー

ル
ス
を
敢
行
し
て
お
り
ま
す
。

放
射
能
汚
染
に
、
ま
み
れ
た

福
島
を
中
心
と
す
る
被
災
者

の
人
々
は
ど
う
い
う
心
境
で

こ
れ
を
見
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。
市
長
の
見
解
を
求
め

ま
す
。

答
弁
市
長　

こ
れ
ら
の
問
題

に
つ
い
て
は
国
民
の
理
解
を

得
る
こ
と
が
最
も
重
要
で
あ

り
、
今
後
も
衆
参
両
院
並
び

に
与
野
党
間
で
議
会
を
通
じ

て
徹
底
的
に
議
論
を
つ
く
し
、

よ
り
分
か
り
や
す
い
形
で
国

民
に
情
報
提
供
さ
れ
る
こ
と

が
必
要
と
考
え
ま
す
。

再
質
問　

現
在
地
方
分
権
、

地
方
自
治
が
声
高
く
叫
ば
れ

て
い
る
中
、
市
長
さ
ん
に
も

個
人
的
な
見
解
、
お
考
え
は

あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
市

民
に
対
し
て
、
少
し
で
も
安

心
安
全
な
心
象
与
え
る
意
味

で
も
再
答
弁
を
お
願
い
し
ま

す
。

答
弁
市
長　

地
方
議
会
に
於

い
て
こ
の
よ
う
な
問
題
は
、

議
会
に
お
い
て
は
な
じ
ま
な

い
と
い
う
ふ
う
に
私
は
思
い

ま
す
。南

ア
ル
プ
ス
世
界
自

然
遺
産
と
エ
コ
パ
ー

ク
に
つ
い
て

質
問　

自
然
遺
産
登
録
の
ハ

ー
ド
ル
の
高
い
こ
と
か
ら
そ

の
前
段
階
と
し
て
ユ
ネ
ス
コ

エ
コ
パ
ー
ク
の
登
録
を
目
指

し
て
い
ま
す
が
、
地
域
住
民

ま
た
地
域
に
と
っ
て
の
メ
リ

ッ
ト
は
？
ま
た
リ
ニ
ア
新
幹

線
は
南
ア
ル
プ
ス
の
ど
真
ん

中
を
総
延
長
52
㎞
の
ト
ン
ネ

ル
に
時
速
５
０
０
キ
ロ
の
リ

ニ
ア
カ
ー
が
走
る
。
そ
の
真

上
が
世
界
自
然
遺
産

に
な
る
の
で
し
ょ
う

か
。

答
弁
市
長　

そ
の
地

域
の
活
動
が
世
界
的

に
認
め
ら
れ
る
た
め

自
然
や
文
化
産
業
等

を
世
界
へ
ア
ピ
ー
ル

で
き
、
環
境
保
全
が

体
系
的
に
図
ら
れ
、

自
然
環
境
を
知
り
、
学
び
、

活
用
す
る
こ
と
で
郷
土
愛
を

育
み
ま
す
。
ま
た
ユ
ネ
ス
コ

エ
コ
パ
ー
ク
は
国
内
の
既
存

法
や
制
度
に
よ
り
管
理
さ
れ

る
も
の
で
あ
り
現
行
の
法
律

等
に
即
し
た
も
の
で
あ
れ
ば

登
録
と
の
整
合
性
は
あ
る
も

の
と
考
え
ま
す
。

自
転
車
の
交
通
安
全

対
策
に
つ
い
て

質
問　

昨
今
、
交
通
事
故
は

自
転
車
に
よ
る
事
故
が
そ
の

２
割
を
占
め
、
増
加
の
一
途

で
す
。
６
月
７
日
改
正
道
路

交
通
法
が
成
立
し
ま
し
た
。

自
転
車
通
学
の
生
徒
へ
の
指

導
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

答
弁
矢
巻
教
育
長　

東
西
両

中
学
校
に
お
い
て
は
、
４
月

入
学
時
に
警
察
署
の
協
力
の

も
と
、
交
通
安
全
教
室
を
開

き
、
強
い
指
導
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
ま
た
１
年
生
で
は
、

自
転
車
の
保
険
に
加
入
し
ま

す
が
、
毎
年
度
書
き
換
え
が

必
要
で
す
の
で
指
導
し
て
い

ま
す
。

清水　正雄 議員
［共伸クラブ］

その他質問

◆まちなか活性化計画
について

◆夏の観光シーズンに
向けての環境整備に
ついて

韮
崎
駅
前
広
場
整
備

事
業
の
見
直
し
に
つ

い
て

質
問　

駅
前
広
場
の
歩
道
に

雨
よ
け
の
屋
根
を
か
け
、
タ

カ
ト
ウ
コ
ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ
を

移
動
す
る
整
備
事
業
に
対
し
、

市
民
の
間
で
は
「
必
要
性
の

な
い
事
業
に
税
金
を
使
う

な
」
と
い
う
非
難
な
声
が
増

し
て
い
ま
す
。

　

市
が
開
催
し
た
事
業
説
明

会
で
は
出
席
者
全
員
が
反
対

意
見
で
し
た
。
市
長
所
信
表

明
で
、
一
部
見
直
し
を
表
明

し
ま
し
た
。
ど
こ
の
部
分
を

見
直
し
た
の
か
。

答
弁
市
長　

雨
よ
け
の
屋
根

設
置
予
定
区
間
の
う
ち
、
タ

カ
ト
ウ
コ
ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ
の

植
わ
っ
て
い
る
60
ｍ
の
う
ち
、

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
側
の
40

ｍ
は
現
存
の
ま
ま
残
し
ま
す
。

そ
の
間
は
屋
根
も
設
置
し
ま

せ
ん
が
、
そ
れ
以
外
の
区
間

は
予
定
通
り
設
置
し
ま
す
。

再
質
問　

桜
の
所
有
権
は
市

文
化
協
会
に
あ
り
ま
す
。
協

会
は
了
解
し
て
い
ま
す
か
。

答
弁
課
長　

本
議
会
で
議
員

の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
を
し

そ
の
後
、
文
化
協
会
に
説
明

す
る
段
取
り
に
な
り
ま
す
。

再
質
問　

一
部
見
直
し
部
分

の
事
業
量
縮
小
後
の
総
事
業

費
は
い
く
ら
か
。

答
弁
課
長　

屋
根
の
分
40
ｍ

と
桜
の
処
分
費
が
減
り
ま
す

が
、
ラ
イ
フ
ガ
ー
デ
ン
側
の

階
段
に
新
た
に
設
置
し
ま
す

の
で
事
業
費
は
同
じ
程
度
に

な
り
ま
す
。

再
質
問　

変
更
後
の
計
画
に

つ
い
て
は
、
説
明
会
を
再
度

開
く
べ
き
で
は
。

答
弁
課
長　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

並
び
に
広
報
に
よ
り
周
知
し

ま
す
。子

育
て
支
援
に
つ
い

て
質
問　

昨
年
４
月
、
市
立
児

童
セ
ン
タ
ー
の
午
前
中
閉
館

に
踏
み
切
り
ま
し
た
。
一
方
、

保
育
園
の
統
合
整
備
で
は
、

現
存
の
９
園
を
３
園
又
は
４

園
に
縮
小
す
る
計
画
を
立
て
、

本
年
度
か
ら
新
保
育
園
建
設

に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

少
子
化
を
う
け
利
用
者
や

園
児
も
少
な
い
こ
と
は
あ
る

が
、
簡
単
に
閉
館
や
統
合
を

決
め
て
し
ま
う
と
、
韮
崎
で

は
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き

な
く
な
り
ま
す
。
子
ど
も
の

数
が
少
な
く
な
っ
た
現
象
だ

け
を
と
ら
え
た
場
当
た
り
的

で
よ
い
だ
ろ
う
か
。

　

将
来
を
見
据
え
た
子
育
て

支
援
ビ
ジ
ョ
ン
の
確
立
が
必

要
と
考
え
る
が
。

答
弁
市
長　

保
育
園
で
は
０

歳
児
か
ら
の
未
満
児
保
育
が

当
た
り
前
と
な
り
、
児
童
セ

ン
タ
ー
利
用
者
が
少
な
く
な

り
ま
す
。
保
育
園
の
統
合
は

「
検
討
委
員
会
」
の
提
言
を

頂
き
市
民
の
理
解
は
得
ら
れ

て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い

ま
す
。
今
後
は
新
た
に
設
置

し
ま
す
「
子
ど
も
子
育
て
会

議
」
に
意
見
を
求
め
、
支
援

を
考
え
ま
す
。

秋山　　泉 議員
［共伸クラブ］

その他質問

◆町の活性化と観光に
ついて

1）ヒルクライム
2）アユ釣り大会
3）駅前電線地中化工事
◆落雷被害対策につい
　て
1）公共施設の落雷被害

対策
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森本由美子 議員
［公明党］

その他質問

◆保育料の軽減につい
て

◆火災等の被災時に必
要とする支援のマニ
ュアル化について

◆三ツ石地区内の国道
20 号線沿いへの信
号設置について

ピ
ロ
リ
菌
検
査
の
導

入
に
つ
い
て

質
問　

ピ
ロ
リ
菌
は
、
胃
潰

瘍
、
十
二
指
腸
潰
瘍
、
胃
が

ん
の
原
因
と
な
り
日
本
人
の

50
歳
以
上
の
45
％
程
度
が
感

染
し
て
い
る
と
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
ピ
ロ
リ
菌
の
除
菌
に

つ
い
て
は
、
本
年
２
月
21
日

か
ら
、
症
状
の
軽
い
胃
も
た

れ
な
ど
の
慢
性
胃
炎
で
あ
っ

て
も
、
呼
気
検
査
な
ど
で
感

染
が
確
認
さ
れ
、
内
視
鏡
で

慢
性
胃
炎
だ
と
診
断
さ
れ
れ

ば
除
菌
に
保
険
が
適
用
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
検

査
に
よ
る
ピ
ロ
リ
菌
の
早
期

発
見
で
除
菌
す
る
こ
と
に
よ

り
胃
が
ん
の
抑
制
が
で
き
る

の
で
あ
れ
ば
、
本
市
と
し
て

も
ピ
ロ
リ
菌
検
査
を
検
査
項

目
に
導
入
し
、
検
査
費
用
を

助
成
す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、

市
長
の
お
考
え
は
。

答
弁
市
長　

胃
が
ん
検
診
時

で
の
内
視
鏡
検
査
に
よ
る
保

菌
診
断
は
、
精
度
や
迅
速
な

検
査
結
果
が
得
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
人
間
ド
ッ
ク
事
業
の

指
定
医
療
機
関
で
導
入
し
て

お
り
、
検
診
車
に
よ
る
検
査

は
現
段
階
で
は
不
可
能
で
あ

り
ま
す
。

再
質
問　

本
市
の
特
定
健
診

の
受
診
率
48
・
８
％
に
対
し
、

胃
が
ん
検
診
は
８
％
と
い
う

わ
ず
か
な
方
し
か
胃
が
ん
検

診
を
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
バ

リ
ウ
ム
検
査
に
は
抵
抗
が
あ

る
と
聞
き
ま
す
。
ピ
ロ
リ
菌

検
査
の
一
つ
で
あ
り
、
簡
易

な
血
液
検
査
で
胃
が
ん
発
症

の
リ
ス
ク
を
示
す
Ａ
Ｂ
Ｃ
リ

ス
ク
検
査
を
、
こ
の
特
定
健

診
を
受
け
た
48
％
の
方
々
が

受
け
る
こ
と
で
、
バ
リ
ウ
ム

検
査
の
６
倍
の
方
の
、
早
期

発
見
、
早
期
治
療
に
繋
が
っ

て
い
く
も
の
と
考
え
ま
す
。

Ａ
Ｂ
Ｃ
リ
ス
ク
検
査
の
導
入

の
考
え
は
。

答
弁
保
健
課
長　

国
と
し
て

は
エ
ッ
ク
ス
線
検
査
を
推
奨

し
て
い
る
の
で
、
現
段
階
で

は
導
入
は
困
難
で
あ
り
ま
す
。

乳
が
ん
検
診
で
マ
ン

モ
グ
ラ
フ
ィ
に
超
音

波
の
併
用
を

質
問　

マ
ン
モ
グ

ラ
フ
ィ
は
非
浸
潤

癌
を
見
つ
け
る
の

に
有
効
で
あ
り
、

超
音
波
は
浸
潤
癌
の
し
こ
り

を
発
見
す
る
こ
と
が
多
い
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
血
縁
者

に
乳
が
ん
の
方
が
い
る
な
ど

の
リ
ス
ク
の
高
い
方
で
、
希

望
が
あ
れ
ば
、
同
時
に
超
音

波
検
査
を
併
用
で
き
る
対
応

が
必
要
と
考
え
ま
す
が
。

答
弁
市
長　

両
検
査
に
は
一

長
一
短
が
あ
り
、
一
検
査
の

み
に
よ
る
乳
が
ん
検
出
率
は

80
％
か
ら
90
％
と
言
わ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
本
市
で
は

隔
年
で
交
互
に
実
施
し
て
い

ま
す
。女

性
特
有
の
が
ん
検

診
率
向
上
に
つ
い
て

質
問　

５
年
目
と
な
る
５
歳

刻
み
の
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
配

布
事
業
の
検
証
と
事
業
の
継

続
に
つ
い
て
は
。

答
弁
市
長　

受
診
勧
奨
事
業

方
策
の
一
つ
と
し
て
、
微
増

だ
が
年
々
受
診
者
も
増
え
成

果
が
あ
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

明
年
度
以
降
は
、
国
の
動
向

を
注
視
し
ま
す
。

小林　伸吉 議員
［公明党］

その他質問

◆風疹ワクチン接種費
用の助成について

◆塩川堤防のサイクリ
ングロードについて
　

市
民
の
健
康
維
持
、

促
進
に
つ
い
て

質
問　

ラ
ジ
オ
体
操
を
推
進

し
て
い
る
甲
斐
市
が
、「
チ

ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
の
参
加
率
全

国
１
位
に
」
と
新
聞
に
載
っ

て
い
ま
し
た
。
市
民
の
健
康

維
持
と
し
て
ラ
ジ
オ
体
操
は

大
変
に
効
果
的
で
あ
り
ま
す
。

年
少
者
か
ら
高
齢
者
ま
で
手

軽
に
参
加
で
き
る
。
市
民
の

健
康
維
持
活
動
と
し
て
、
ラ

ジ
オ
体
操
の
普
及
推
進
を
市

は
取
り
組
む
事
が
必
要
と
考

え
る
が
、
市
の
考
え
は
。

 

答
弁
市
長　

ラ
ジ
オ
体
操
な

ど
の
普
及
推
進
に
つ
い
て
は
、

既
に
、
健
康
教
育
事
業
の
中

で
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
協

力
を
得
て
、
そ
の
効
果
等
も

お
示
し
、
実
践
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
地
域
で
の
機
運
の

盛
り
上
が
り
を
期
待
す
る
と

こ
ろ
で
す
。

防
災
・
減
災
へ
の
取

り
組
み
に
つ
い
て

質
問　

東
日
本
大
震
災
の
教

訓
を
生
か
し
、
災
害
対
策
を

強
化
す
る
災
害
対
策
基
本
法

改
正
案
が
、
参
議
院
本
会
議

で
可
決
し
ま
し
た
。
改
正
の

ポ
イ
ン
ト
の
一
は
、
災
害
が

発
生
し
、
自
治
体
の
業
務
遂

行
が
困
難
に
な
っ
た
場
合
、

自
治
体
に
か
わ
っ
て
被
災
者

の
救
援
活
動
や
道
路
の
障
害

物
除
去
な
ど
の
応
急
措
置
を

国
が
代
行
す
る
。
二
は
、
被

災
弱
者
、
災
害
時
要
支
援
者

対
策
の
強
化
。
三
は
、
災
害

に
よ
る
住
宅
な
ど
の
被
害
状

況
を
示
す
罹
災
証
明
書
を
自

治
体
が
速
や
か
に
発
行
す
る

と
明
記
し
た
点
で
す
。
そ
こ

で
災
害
時
に
我
が
市
の
業
務

遂
行
、
事
業
継
続
を
ど
の
よ

う
に
対
策
し
て
い
る
の
か
伺

う
。

答
弁
市
長　

業
務
継
続
対
策

に
つ
い
て
は
、
庁
舎
が
被
災

し
て
も
業
務
を
早
急
に
復
旧
、

再
開
し
て
い
く
た
め
に
、
住

民
情
報
等
基
幹
デ
ー
タ
を
障

害
か
ら
守
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
耐
震
、
耐

火
に
す
ぐ
れ
た
業
者
に
基
幹

デ
ー
タ
の
保
管
を
定
期
的
に

依
頼
し
、
リ
ス
ク
の
軽
減
を

図
っ
て
い
ま
す
。

質
問　

災
害
弱
者
・
災
害
時

要
支
援
者
対
策
の
強
化
、
特

に
要
援
護
者
の
名
簿
義
務
化

と
取
り
扱
い
に
つ
い
て
の
対

応
は
。

答
弁
市
長　

災
害
弱
者
対
策

に
つ
い
て
は
、
昨
年
、
韮
崎

市
災
害
時
要
援
護
者
避
難
支

援
制
度
実
施
要
綱
を
定
め
、

同
意
を
得
ら
れ
た
高
齢
者
、

障
害
者
、
要
介
護
者
を
対
象

に
台
帳
整
備
を
行
い
、
本
年

度
よ
り
、
民
生
委
員
、
地
区

長
、
消
防
団
等
に
情
報
提
供

を
し
て
い
ま
す
。
要
援
護
者

等
を
対
象
と
し
た
福
祉
避
難

所
に
つ
い
て
も
、
市
内
事
業

者
と
協
定
を
締
結
し
、
受
け

入
れ
体
制
の
強
化
を
図
っ
て

い
ま
す
。

質
問　

指
定
避
難
所
の
避
難

運
営
訓
練
等
を
実
際
に
行
う

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
。

答
弁
総
務
課
長　

本
年
か
ら

避
難
所
運
営
訓
練
を
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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藤嶋　英毅 議員
［経世クラブ］

その他質問

◆中山間地総合整備事
業の簡易水道組合施
設整備事業への市財
政負担について

◆韮崎駅周辺（旭町側）
の改修について　

憲
法
96
条
改
正
に
関

す
る
市
長
の
見
解
に

つ
い
て

質
問　

自
民
党
は
じ
め
憲
法

を
改
正
し
よ
う
と
す
る
勢
力

は
、
憲
法
改
正
の
発
議
要
件

を
緩
和
し
、
憲
法
を
改
正
し

や
す
く
す
る
憲
法
96
条
の
改

正
を
参
議
院
選
挙
の
公
約
と

す
る
こ
と
を
狙
っ
て
お
り
ま

す
。
憲
法
96
条
改
正
は
、
戦

争
放
棄
の
憲
法
９
条
改
正
に

つ
な
が
る
も
の
だ
と
の
明
言

も
あ
り
ま
す
。

　

国
民
の
権
利
を
守
る
た
め

世
界
の
平
和
を
守
る
た
め
憲

法
96
条
を
改
正
す
べ
き
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
市
長
の
見
解

は
。

答
弁
市
長　

立
憲
主
義
の
観

点
か
ら
十
分
な
議
論
を
つ
く

し
、
国
民
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス

を
得
る
と
同
時
に
、
平
和
国

家
と
し
て
国
際
的
な
信
頼
を

得
る
中
で
、
今
後
も
世
界
平

和
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

耕
作
放
棄
地
管
理
に

つ
い
て

質
問　

平
成
24
年
の
韮
崎
市

内
の
耕
作
放
棄
地
は
、
総
面

積
で
４
、３
０
６
、７
２
１
㎡

で
あ
り
ま
す
。

　

地
域
に
よ
っ
て
は
、
団
体

で
放
棄
地
の
対
応
を
し
た
り
、

隣
接
者
が
善
意
で
何
ら
か
の

処
置
を
し
て
い
る
状
況
も
見

ら
れ
ま
す
。
地
域
の
善
意
や

協
力
も
必
要
な
こ
と
で
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
私
は
、
韮

崎
市
と
し
て
の
対
応
も
必
要

と
考
え
ま
す
。
市
長
の
見
解

は
。

答
弁
市
長　

近
隣
か
ら
の
苦

情
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
そ

の
都
度
、
土
地
所
有
者
に
対

し
て
、
適
正
な
管
理
を
通
知

し
、
指
導
し
て
き
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

周
辺
の
地
域
に
お
け
る
営

農
条
件
に
著
し
い
支
障
が
生

じ
る
農
地
に
つ
い
て
は
、
土

地
所
有
者
の
管
理
義
務
、
是

正
措
置
等
の
対
策
に
つ
い
て
、

今
後
、
条
例
化
も
含
め
て

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
て

検
討
し
て
参
り
ま
す
。

市
内
小
中
学
校
教
育

後
援
会
の「
備
品
等
」

購
入
へ
の
市
の
財

政
援
助
に
つ
い
て

質
問　

教
育
後
援
会
は
、

保
護
者
を
は
じ
め
地
域
の

市
民
か
ら
会
費
を
徴
収
し
、

学
校
の
環
境
整
備
や
部
活

動
に
使
用
し
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
会
員
の
中
に
は
後 

　

援
会
で
の
購
入
に
異
論
も

あ
り
ま
す
。

　

本
来
韮
崎
市
が
支
援
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

答
弁
市
長　

市
内
各
小
・
中

学
校
の
教
育
環
境
の
整
備
や

教
育
振
興
に
要
す
る
予
算
に

つ
き
ま
し
て
は
、
従
来
か
ら

各
学
校
か
ら
要
望
・
意
見
を

聞
き
、
そ
の
必
要
性
に
、
緊

急
性
、
効
果
な
ど
を
勘
案
す

る
中
で
、
そ
の
施
設
規
模
等

に
応
じ
た
予
算
を
確
保
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

次
に
、
通
学
路
の
看
板
の

取
り
か
え
に
つ
き
ま
し
て
は
、

平
成
24
年
度
第
９
次
義
務
教

育
振
興
の
た
め
の
韮
崎
市
へ

の
要
望
事
項
に
お
い
て
、
看

板
を
市
で
一
括
作
成
し
、
各

学
校
に
配
布
し
て
ほ
し
い
と

の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

市
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
必

要
な
看
板
の
枚
数
や
統
一
し

た
仕
様
を
提
出
い
た
だ
い
た

中
で
、
検
討
す
る
と
回
答
し

て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
公
費
で
負
担
す

べ
き
経
費
に
つ
き
ま
し
て
は

充
分
内
容
を
精
査
検
討
し
、

予
算
の
確
保
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

小林恵理子 議員
［日本共産党］

その他質問

◆市長の政治姿勢につ
いて

◆憲法第 25 条を保障
する生活保護制度の
あり方について

◆重度心身障害者医療
費助成の窓口無料化
存続について

◆武田の里ライフカレ
ッジにおけるサーク
ルの会場費負担につ
いて

◆地方公務員給与の削
減について

「
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
新
制
度
」
の
問

題
点
に
つ
い
て

質
問　

政
府
は
、「
子
ど
も

子
育
て
関
連
３
法
」
の
実
施

準
備
を
急
い
で
い
ま
す
。「
国

と
自
治
体
の
保
育
に
対
す
る

責
任
を
後
退
さ
せ
、
保
育
を

営
利
化
・
産
業
化
さ
せ
る
も

の
だ
と
」
父
母
・
保
育
関
係

者
・
各
層
か
ら
、
大
き
な
反

対
の
声
と
運
動
が
起
こ
っ
た

も
の
で
す
。
法
案
は
修
正
さ

れ
一
定
改
善
さ
れ
ま
し
た
が
、

骨
格
と
問
題
点
は
基
本
的
に

は
変
わ
っ
て
は
い
ま
せ
ん
。

　

市
町
村
が
保
育
を
必
要
な

子
ど
も
に
責
任
を
持
ち
、
保

育
所
で
の
保
育
を
基
本
に
進

め
る
と
い
う
元
の
児
童
福
祉

法
の
見
地
か
ら
大
き
く
後
退

し
、
保
育
に
対
す
る
公
的
責

任
を
限
定
・
縮
小
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
す
。
公
立
保
育

園
の
担
う
部
分
や
責
任
を
後

退
・
縮
小
さ
せ
る
こ
と
な
く
、

住
民
の
要
求
に
も
と
づ
き
さ

ら
な
る
充
実
を
図
っ
て
い
く

べ
き
で
す
。
市
の
見
解
は
。

答
弁
市
長　

国
の
子
ど
も
・

子
育
て
会
議
に
お
い
て
議
論

が
さ
れ
て
お
り
、
明
確
な
見

解
は
示
せ
な
い
が
、
再
編
保

育
園
は
も
ち
ろ
ん
、
他
の
保

育
園
に
お
い
て
も
、
現
状
の

保
育
サ
ー
ビ
ス
を
拡
充
す
る

こ
と
は
あ
っ
て
も
、
後
退
・

縮
小
さ
せ
る
考
え
は
あ
り
ま

せ
ん
。新

可
燃
ゴ
ミ
処
理
施

設
建
設
に
つ
い
て

質
問　

峡
北
広
域
行
政
事
務

組
合
は
、
新
た
に
可
燃
ゴ
ミ

処
理
施
設
を
建
設
す
る
方
向

で
進
め
て
い
ま
す
。
広
域
処

理
の
あ
り
方
を
、
自
治
体
と

住
民
が
協
力
し
て
、
抜
本
的

に
見
直
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
時
期
が
き
て
い
ま

す
。

　

広
域
処
理
組
合
主
導
の
焼

却
炉
建
設
は
、
自
治
体
と
住

民
不
在
に
な
り
が
ち
で
あ
り
、

ゴ
ミ
を
減
ら
そ
う
と
い
う
流

れ
か
ら
は
遠
く
な
り
が
ち
で

す
。

　

自
治
体
の
人
口
予
測
や
廃

棄
物
処
理
長
期
計
画
な
ど
、

従
来
の
焼
却
中
心
で
は
な
く
、

「
ゴ
ミ
を
元
か
ら
減
ら
す
」

こ
と
を
基
本
に
据
え
た
も
の

に
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

市
民
レ
ベ
ル
で
の
検
討
を
す

る
べ
き
で
す
。
そ
し
て
身
の

丈
に
あ
っ
た
施
設
を
つ
く
っ

て
い
く
べ
き
で
す
。
市
の
見

解
は
。

答
弁
市
長　

市
民
協
働
の
も

と
10
品
目
の
資
源
物
回
収
、

生
ご
み
処
理
機
の
購
入
補
助

金
助
成
で
ご
み
の
減
量
化
を

図
っ
て
い
る
。
環
境
教
育
や

広
報
活
動
な
ど
通
じ
更
な
る

減
量
化
に
努
め
て
い
く
。
新

施
設
建
設
は
、
環
境
へ
の
負

荷
の
少
な
い
資
源
循
環
型
社

会
の
構
築
を
念
頭
に
、
環
境

や
施
設
建
設
の
専
門
家
、
市

民
、
構
成
市
に
よ
る
建
設
計

画
検
討
委
員
会
の
ご
意
見
を

拝
聴
す
る
中
で
、
適
正
規

模
・
処
理
方
式
等
を
考
慮
し
、

進
め
て
い
く
。
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こども議会が開催されました
　今年度も８月８日（木）市内の東西中学校２年生１８名が議員となり、本会議場で
開催されました。
　一般質問は、議長、副議長を除く１６名が行い、まちづくりや災害対策、また、観
光イベントや地域の開発・活性化、税金の徴収の状況など市政各般にわたり、自分の
夢や希望を膨らませ質問しました。
　答弁は、市長・教育委員長・教育長・課長などが答えましたが、中学生とは思えな
いほどの立派な質問でした。

＊市政への関心をもち、いつか立派な市会議員になることを
期待します。

議　長　長
なが

井
い

 　達
たつ

也
や

　韮崎西中学校

副議長　金
かな

山
やま

 みさき　韮崎東中学校

議　員　今
いま

井
い

　 柚
ゆず

葉
は

　韮崎東中学校

　〃　　山
やま

田
だ

 　　駿
しゅん

　韮崎西中学校

　〃　　早
はや

川
かわ

 　　舞
まい

　韮崎東中学校

　〃　　志
し

村
むら

 　朱
あか

音
ね

　韮崎西中学校

　〃　　石
いし

原
はら

 　悠
ゆ

里
り

　韮崎東中学校

　〃　　中
なか

沢
ざわ

 　芽
め

伊
い

　韮崎西中学校

　〃　　小
お

沢
ざわ

 　芽
め

生
い

　韮崎東中学校

　〃　　矢
や

崎
ざき

 　誠
せい

純
じゅん

　韮崎西中学校

　〃　　原
はら

　 　昌
まさ

輝
あき

　韮崎東中学校

　〃　　荻
おぎ

野
の

 　恭
きょう

輔
すけ

　韮崎西中学校

　〃　　柏
かしわ

木
ぎ

 　大
だい

地
ち

　韮崎東中学校

　〃　　加
か

賀
が

美
み

 里
り

奈
な

　韮崎西中学校

　〃　　小
お

尾
び

 　英
ひで

廣
ひろ

　韮崎東中学校

　〃　　金
かね

丸
まる

 　　雅
みやび

　韮崎西中学校

　〃　　越
こし

石
いし

 　利
とし

輝
き

　韮崎東中学校

　〃　　幡
はた

野
の

 富
ふ ほ う

山水　韮崎西中学校

　市の財政に対する認識を高めるため、議員

全員による「韮崎市の財政状況について」の

研修を行いました。研修では「予算と決算」

と題し、市財政担当より「平成２４年度の決

算速報とともに」を副題で説明を受け、韮崎

市の財政の現状を再認識しました。

　研修日：平成２５年８月２日（金）

　講　演：「予算と決算」

　講　師：企画財政課　財政担当リーダー

　　　　　長谷川　尚樹 氏

韮崎市議会議員夏季研修

こども議会が開催されました
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行政視研修報告研修報告
■ 韮崎市議会議員３常任委員会研修
　韮崎市議会では、「韮崎市議会・３常任委員

会合同研修」を７月３１日から８月１日の１泊

２日で、議会改革について先進地の視察研修

を行いました。

　今回、議会改革先進地である所沢市議会及

び流山市議会の改革の状況を研修いたしまし

た。中でも、議会基本条例にも表記している

議員間自由討議に対し、議会等の運営方法も

含め、質疑応答により有意義な研修がなされ

ました。

　研修日：平成２５年７月３１日（水）

　　　　　平成２５年８月１日（木）

■ 山梨県市議会議長会議員合同研修
　山梨県市議会議長会議員合同研修の一環と

して、八ヶ岳ロイヤルホテルにおいて研修が

開催され、本市議員の多数が出席されました。

　研修日：平成２５年８月９日（金）

　講　演：「地方分権に対応し得る奈良県生駒

　　　　　市から発信する新しいまちづくり

　　　　　の手法」　―奈良県生駒市長の地方

　　　　　自治の哲学―

　講　師：奈良県生駒市長　山下　真 先生

察


